
八戸市の公園整備の現状と問題点、

馬場

i はじめに

現在は，これまでの高度経演或長を普景とした急激な都市化の進展や生活水機の上昇がもたらし

た，生活環境の変化に対する，反省の設需であり，更に，生活環境iこ対する要求が質的により高い

水準に移行してきている段階であるといえる。

都市化に伴う無秩序な土地利用や市街地の拡大に伴う緑地等の漬廃iこ対する生活環境への認識の

りは，人為的な「都市公園」の建設を促し，それによってレクリエ}ジ沼ンの場，緑地景観の

スベ日スを権保してきた。

しかし今日，量的な不足という じる 生活水準や国民意識の向上に伴う公圏の意

ってきた。

それに対して公関普及を高診るために，法的な方築が打ちだされ，各自治体では水準の確保に取

り組んでいる。大都市での積極的な取容組みι対し，地方の中規模都市ではいかなる方向で行われ

ているかについて，八戸市〈人司 24万人〉の場合を艇として，環況を把握しながら，諸問題を指

摘するのが，本研究の目的である。

日 八丹市の公園整備の現状

八戸市公趨越地譲の調べによると，昭和58年3月末現在の 緑地を含め80箆所，

100. 92haに及び，人口 1入3怒りの面積〈普及率〉が4.20 rrtと， 全国平均とほぼ間

訴している Q これを再じ青森栗め弘蔀市〈人工l17.6万人〉 と比較した場合，その普及率は約 1m2 

少なくなっている。公爵種別にみると，弘弟子告は総合公爵む説模が大きいこと，規模こそ小さいが

(幼児〉公園の数が多いことなどが，八戸事の場合と異なる点である。大規模で，週末休日の

して，広範閤から利用者の集まる公菌をf広域利用公罷ム定童公題等員百・

に余暇活動を行う場として周辺住民により利用される公園吾「地域内利用公爵jとして普及率をとみた

も八戸市が弘前市より 1人当り約 1.5 m2少なく，後者は総副頭では差がないものの，

1 m2と身近かで利用度が!惑いと思われるにもかかわらず低い。

現表に至る公冨整講の背景，発達の過程をみると，昭和40年度以後は，大規模公閣の務備に加

各謹公爵の着実な整錆が行なおれている。これは，昭和47年の都市公園等整備緊急措簡法や，

それを受けた3患に渡る公躍整錆5ヶ年計言語の諸法麗に長うとところが大きいc

具体的な公園整婿の方法としては，土地開発手訟で最も脊力なもので

地浩成によるものがほとん 約70%を占める。 ζれは，ニヒ地密画整理がその擁行にあたり描
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行面績の3%以上の公器緑地の確保を義務づけているためである。このことから，公園の確保や整

備が実際は「法規義務 jによる行政サイドからの一方的なものぜあるということが言えよう。

E 公園分布の部在性と需給バランス

土地区間整理や団地造成による公園整舗はその分布に偏在性を生じさせているυ すなわち，これ

らの施行が市密地の革大を促すものであるために，公園が中心部の局辺に偏って分布しているQ こ

の嬬恋s性が，利用者である生民の人口分布との関係で，需給バランスに地域差をもたらしていると

いう問題を指摘することができる。

顕 1は，子宮内 17地区の 1人当り公国普及面接そ示したもので島る。

これによると，普及率が2mZ以上の相対的に公関環境の良い地区はさD柏崎培広⑮楳接地区@荒川

地区である。いずれの培監も先ι述べた区嬬整理や団地造成の広く行おれた地区であるつ
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①柏崎地区は，地区面積が 17地区中最小であり，人口密度が7，000人/脱と人口集中の著しい

地区でありながら，区画整理や宅地造成が60--70%も行われ，規模の大きい児童公園や近隣公園

が比較的多く整備されている。⑩根城地区は，長根運動公園という大規模公園を地域内利用公園と

して含めたために普及率が極めて高いが，ここも区画整理により近年になって児童公園・近隣公園

が数ケ所設置された地区で，人口も多い地区である。⑫是川地区は，是川団地に人口・公園が集中

しているために 11是川団地1/ とιて捉えればより豊かな公園環境を示すであろうと考えられる。
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逆}こ公園普及の極めて不良なのが，①吹上地区告長者地区@鮫地区で 0.5m2/ 人に議たない。

③吹上命長者地区は，互いに隣接し合うと共に，中心商業地区と接し，高くから甫街化されてき

た地域で，居住地域としての機能長持ち人口も多い。それ珍えに，無秩序な帯街化の進行が著しく，

オ」プンなスベ}スは極めて少なくなり，また公園緑地の用地の確保は非常に国難であるの

窃鮫地区は，市経済を支える漁業の中心地として合併話より栄えてきた。近年は人口減少傾向を

示しているが，依然人口密震の高い地域の iつである。吹上・長者地区と同じように無秩序な市街

先が行わ才したことや，公園緑地に対する無関心さなどによって，現悲のような状患となっている。

信地域は，相対的には中韓度ではあるが，絶対的にはー麗充実させる必要がある。

iさらにミクロなスケ~!レで人口密度との関保安みると，局所的なバランスの相異が明確に示され

る。凶2は，人口密度と公躍分布の関祭をみたものである。

ありながら，誌較的バランスのとれているゆ@@@@⑭窃の地区は，ほとんどが団地又

は区岡整理施行地域にあり，標準対象人口，誘致距離を考慮しても標準以上と判断できる O

これに対し，バランスのとれていないのは①⑦@@Qj)⑫の地区で， I日市鰐培がほとんどで、ある。

しくアンバランスなのは@(i)@)の建ぺい率も非常に高い地域であり，このような地域こ

公揺の利用度が高く，その整矯が進めちれなければならない。

こ才もら，公嬬分布の需在性と人口密度との地域的バランス ;丸次のような ら

れる o

e 旧市搭地に~戒された無秩序な町並みが戦災をうけなかったために，今日に至るまで残存し
ていること G

窃市語地周辺に詑較的縁地が多く，あえて人為的な公冨を必要としなかったことc

@ 近年の公調整備は，具体的手法として，土地区調整鵠による法的な用地確部によっており，

整髄Jより f開発Jが罷先的に行われていること O

@ 住民の社会的投資，環境問題に対する意識が低いこと。

国2から，人口饗震が抵いにもかかわらず公爵が多く分布する地域がみられるがこれらの

地域は土地匹画整需が行われ，今後人口の増大が見込まれる地域である 9

野 と め

こ才もまでの客観的な現状の把握により，

① 全国平均並みの普及率告持つが，平日，余暇活動で利馬される児童公園，近隣公臨の絶対量

の不足

① 分布の偏在性ムそれに斧う人口と公掴の鍔給の相対的バランス，アンバランス

というような問題を指摘してきたQ これらはこれまでの公園整備の反省点として，又今後の水準向

上のためには，基本的かつ重要な問題でiまあるが，先に掲げた諸背景があり，解決には大きな努力

ネックとなるのが「市福地」の扱いであることは，言うまでもない。
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分布の充実といった公富整鐘は無秩序な高務総と財源不足， -認識不

いうような今昌 によって，非常に菌難な状態にあるといえようG

はま している段躍ではないし，市全体の動きが「 Jの方向に向

いている為に，公冨語地，広畿のオ」プンスベ}スに対する関心は高いとはいえないc しかし，そ

れゆえに.強々に関心を持つ必擦があると思われるc

民間の公闘緑地又広くはオ山プンスベ」スに対する意識の向上と，行政サイドの積極的かつ柔軟

な繰地公開やオ」プンスベ山ス確保の取り組みが一体となった時に，市街地内の公開繋儲，オ}プ

ンスペ‘叩剛ス整儀は可能なものとなるであろう O 具体的な方法として，公園施設や工場等の移転跡地

や民間所有の小規模な空窮地を買収，惜崩し，あえて公園として整備しなくても開放とい

供したり，また新しいユニ」クなものとしては，商j古街恐中心に公園化するなどの方法も考えられ

るG

単に孝客観的な量や分布の充実でなく，そ才lを科F目する住民の実擦の充実感，つまち

追求した公掴・オ」フ。ンスペ山ス

にあたり， さった水野先生，後藤先生，資料の提供を通して御協力下さ

った入丹市公開緑地課，企画課， に，深く御礼申し上げます。
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